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ジ ャ リ ヨシ
一，砂璃土 一升 是ハ地蔵之土宜
ハニ






ハ ニ ツ チ コマヤカ タタ
一，土丹土 一斗 艶 ニ摧キ而
石灰 一斗八升 上々吉、細カニ（ ）而
塩 一斗二升
カヤ タタ
割石 四升 大豆亦榧程ニ研キ 白河石ノ切粉ヲ用ル良
油 一升 是ハ魚油モ好シ






一，土 一斗 石灰 一斗
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一，土 一斗 但菫ツチキン能（ ）而












一，石灰 （ ）（マツヤニ） 海羅 紙スサ 苧スサ







一，石灰 八升 海羅 五十目
苧スサ 八十目 紙スサ 十匁
（ ）十匁 油 五勺 酒 五勺
右練合可レ加レ減。
卅二 ○大津壁
一，聚楽土 一斗 石灰 五升

























































































































































































































“石灰塗壁 志らかべ 白土○ 〔明月記〕寛喜二年六月廿四日、車宿
昨日塗レ壁、今日塗二石灰一 レ棟、●今思ふに石灰もて壁ぬるを俗に









































そめはい さんはい あ せき





































































































“いしばひ 石を焼て灰とす 畿内に是を用ふ 沿海の地にては、蛤
蠣等を灰とす 泉南雑誌にも泉无二石灰一焼二蠣房為レ之と見えた










































































































































































































〔釈名〕石堊宏景 堊灰本経 希灰別録 鍛石日華 白虎綱目 礦灰綱目
〔集解〕別録に日く，石灰は中山の川谷に生ずる。弘景日く，山に近く生ずる石で青
かまど ねつじょう
白色のものだ。竈を作り充分に焼いて水を沃げば熱蒸して解崩する。俗に石堊と名
ける。頒日く，各地の山に近い にいづれもある。青石を焼いて灰にしたものだ。
ふうくわ すいくわ
また石鍛と名ける。これには風化，水化の二種があって，風化とは に晒して自然
に解するもので，これは薬として十分力のあるものだ。水化とは水を沃いで熱蒸し
えう
て解するもので，その力はやや劣る。時珍日く，今は一般に窰を作ってこれを焼く。
一層に柴を敷き，或はその最下に石炭を一層敷き，その上に青石を積み累ねて下か
ら火を付けると，層層自ら焚けて灰になるのである。しかし薬用には風化して石の
雑らぬものに限る。」
中世から近世における石灰の利用 187
４）直接，史料に接することができなかったため，吉川（１９７１）の文献を引用した。
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